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Abstract
From 2005， we have continuously performed industry， government and academic research regarding （1） 
how use of ICT contributes to measures for making “classes that are comprehensible” and （2） whether it 
works as a measure for resolving the emerging social problem of “indifference to science，” within public el-
ementary and middle school curriculum education classes．
The computerization of education in M City is maturing well， and the city is entering its third year of 
school network development， which began in 2005. Looking at details of development up until now， in 
2006 the “M City Educational Information Network Project Report: Achieving ‘Classes that are Comprehen-
sible’ through ICT” 1） was implemented．
However， until now the development project has centered on the hardware side， in particular on develop-
ing infrastructure， while on the software side the creation of digital materials that can be used in class has 
not proceeded sufﬁciently.
Therefore， we thought that by enhancing the software side with the hardware from the beginning， the 
school network development project could be further expanded. As the ﬁrst step towards this， we imple-
mented a questionnaire survey targeting the instructors.
The survey was implemented with the goals of ascertaining the content and usage applications of digital 
materials useful in classes， and extracting the needs of the instructors.
Speciﬁcally， digital material usage application was centrally examined， and an awareness survey of the 
instructors at elementary schools in M City was conducted with regards to their efforts in the mathematics 
curriculum， with the goal of popularizing effective ICT use.
As a result， from the instructors’ ingenuity and their efforts in their classes， we obtained various hints on 
areas in which proceeding with development of educational materials would be effective. In particular， it be-
came clear that using/operating actual items improved the children’s image of learning， and was effective in 
increasing their desire to learn.
（小野，平井）
－ 44 －
In this paper， we shall compile the survey results and observations， particularly those related to “mathe-
matics instruction．”
1．はじめに














































算数に対して教師の意識調査は，町田市立の小学校 40 校のうち 13 校を対象に，クラス担任をしてい
る教師 170 名に対し，教育委員会より調査を郵送し回収する方法で実施した．実施時期は，2007 年 10
月～12 月である．Table 1 に調査協力者の内訳を示す．尚，回収総数は 201 であるが，少人数学級や特
別支援学級の担任分，担任学年の未記入等の集計不能分を除き，170 人の通常学級担任の回答を集計し
た．そして，学級担任の視点で通常学級における算数の指導の様子を捉えようと実施した．
Table 1.  調査協力者の内訳
Table 1A.  ［対象とした回答］ Table 1B.  ［集計対象からはずした回答］
担任
学級










回答数 32 28 34 27 25 24 170 4 7 20 31 201




意識調査の結果，回答数の 96％の学級で「いる」と答え，その人数を「3 から 4 人」が 42％，「5 人以上」
が 39％と挙げている．詳しく学年別で見ると，「いる」の割合は，低・中学年ではバラつきがあるが，
高学年では 100％である．その人数も，低・中学年では半数近くの教師が「3 から 4 人」を挙げ，高学年
では 2 ／ 3 近くが「5 人以上」としている．
以上のことから，小学校では，ほとんどの学級に「算数が嫌い」「算数ができない」と思う児童が顕在
化しており，その数は学年が上がるにつれて「いる」と回答した人の数が「1～2 人いるという回答」から「5
人以上いるという回答」へ増加傾向にあるといえる．現在，町田市立小学校 40 校の 1 学級の平均在籍数
が約 33 人であることを考えると，学級にいる 1 割近くの「算数が嫌い」「算数ができない」児童への指導
は今後大きな課題となる．Table 2 に，担任する学級に，「算数が嫌い」あるいは「算数ができない」と思
われる児童の内訳人数を示す．
Table 2.  担任する学級に「算数が嫌い」あるいは「算数ができない」と思われる児童の数（内訳）
Table 2A.  「何人ぐらいいますか？」 Table 2B.  「いる」と回答した人の内訳（人数）
いない いる 合計 1 ～ 2 人 3 ～ 4 人 5 人以上 未回答 「いる」の計
1 年 2 30 32 1 年 9 17 4 0 30
2 年 0 28 28 2 年 4 12 12 0 28
3 年 3 31 34 3 年 6 18 7 0 31
4 年 1 36 37 4 年 6 11 9 0 26
5 年 0 25 25 5 年 1 7 16 1 25
6 年 0 24 24 6 年 3 4 16 1 24
合計 6 164 170 合計 29 69 64 2 164








































合計に対する割合では，低学年 67％，中学年 52％，高学年 41％で，低学年での「有る」の回答が高い．
「理科」「社会」では，低学年に理科・社会がなく生活科であることから比較はできないが，社会は中












Table 3.  「算数が嫌い」あるいは「算数ができない」と思われる児童の様子

















































































































































































































































































































1 年 19 28 0 0 10 3 0 60 2 1 1 0 4 0 0 0 9 3 3 6
2 年 3 24 8 5 10 13 1 64 13 8 1 7 29 0 0 0 13 1 3 4
3 年 0 16 10 22 11 5 0 64 12 5 1 2 20 1 0 1 16 0 7 7
4 年 1 12 13 11 13 8 1 59 6 2 1 4 13 1 0 1 10 0 8 8
5 年 2 10 11 12 14 15 8 72 17 14 7 8 46 4 8 12 22 0 12 12





27 93 48 58 71 54 23 374 61 39 30 26 156 10 21 31 89 4 40 44
％ 4％ 13％ 7％ 8％ 10％ 8％ 3％ 54％ 9％ 6％ 4％ 4％ 22％ 1％ 3％ 4％ 13％ 1％ 6％ 6％
Table 4.  算数が苦手と思われる児童の苦手な科目について（内訳）
Table 4A.  「何人ぐらいいますか」 Table 4B.  「はい」と回答した人の内訳
いいえ はい 未回答 合計 国語 社会 理科 図工 体育 合計
1 年 3 9％ 27 84％ 2 6％ 32 1 年 25 76％ 1 3％ 0 0％ 5 15％ 2 6％ 33
2 年 3 11％ 23 82％ 2 7％ 28 2 年 21 58％ 3 8％ 2 6％ 5 14％ 5 14％ 36
3 年 4 12％ 27 79％ 3 9％ 34 3 年 27 64％ 8 19％ 6 14％ 1 2％ 0 0％ 42
4 年 9 33％ 17 63％ 1 4％ 27 4 年 15 38％ 9 23％ 8 21％ 3 8％ 4 10％ 39
5 年 4 16％ 21 84％ 0 0％ 25 5 年 18 45％ 6 15％ 9 23％ 4 10％ 3 8％ 40
6 年 3 13％ 20 83％ 1 4％ 24 6 年 14 39％ 8 22％ 9 25％ 2 6％ 3 8％ 36

















Table 5.  算数が苦手と思われる児童の得意な科目について（内訳）
Table 5A.  「何人ぐらいますか？」 Table 5B.  「はい」の内訳
いいえ はい 未回答 合計 国語 社会 理科 図工 体育 合計
1 年 16 50％ 12 38％ 4 13％ 32 1 年 1 7％ 0 0％ 0 0％ 5 36％ 8 57％ 14
2 年 13 46％ 10 36％ 5 18％ 28 2 年 1 9％ 1 9％ 1 9％ 5 45％ 3 27％ 11
3 年 14 41％ 15 44％ 5 15％ 34 3 年 3 14％ 0 0％ 2 9％ 6 27％ 11 50％ 22
4 年 15 56％ 12 44％ 0 0％ 27 4 年 4 24％ 2 12％ 1 6％ 4 24％ 6 35％ 17
5 年 12 48％ 11 44％ 2 8％ 25 5 年 4 19％ 4 19％ 2 10％ 4 19％ 7 33％ 21
6 年 11 46％ 13 54％ 0 0％ 24 6 年 2 10％ 3 14％ 2 10％ 6 29％ 8 38％ 21

















以上」が 62％，「3 から 4 人」が 26％となっている．学年別で視ると，「いる」の割合は，1～3 年生は
90％を境にバラついている．しかし，4 年生以上では 100％の担任がいるとしている．
このことから，小学校ではほとんどの学級に「算数が得意」と思われる児童がおり，各学年とも同じ割






Table 6.  担任する学級に，算数が得意と思われる児童の内訳
Table 6A.  「何人ぐらいいますか？」 Table 6B.  「いる」の内訳
いない いる 合計 1 ～ 2 人 3 ～ 4 人 5 人以上 未回答 「いる」の計
1 年 1 31 32 1 年 1 9 21 1 32
2 年 0 26 28 2 年 3 6 16 3 28
3 年 1 33 34 3 年 5 6 22 1 34
4 年 0 27 37 4 年 2 9 16 0 27
5 年 0 25 25 5 年 2 8 15 0 25
6 年 0 24 24 6 年 1 7 15 1 24
合計 2 166 170 合計 14 45 105 6 170
％ 1％ 99％ 100％ ％ 8％ 26％ 62％ 4％ 100％
（2）　当該児童の印象
Table 7 に，算数が得意と思われる児童の特徴を示す．結果を領域別でみると，Table 7 から分かるよ
うに「数と計算」と「数量関係」とが共に全回答数の 33％である．この領域に属する「加減乗除の意味や計
算の仕方を理解し，暗算や筆算など計算が速く正確にできる．」144（全回答数の 24％），「式で表すこと










Table 7.  算数が得意と思われる児童の特徴
















































































































































































































































































































4 25 29 1 1 2 2 0 2 2 17 0 19 52
8％ 48％ 56％ 2％ 2％ 4％ 4％ 0％ 4％ 4％ 33％ 0％ 37％ 9％
2 年
5 25 30 12 10 22 9 2 11 7 22 1 30 93
5％ 27％ 32％ 13％ 11％ 24％ 10％ 2％ 12％ 8％ 24％ 1％ 32％ 15％
3 年
8 29 37 20 11 31 7 4 11 4 25 2 31 110




7 24 31 8 14 22 9 9 18 14 19 6 39 110
6％ 22％ 28％ 7％ 13％ 20％ 8％ 8％ 16％ 13％ 17％ 5％ 35％ 18％
5 年
18 22 40 9 12 21 10 10 20 14 20 6 40 121
15％ 18％ 33％ 7％ 10％ 17％ 8％ 8％ 17％ 12％ 17％ 5％ 33％ 20％
6 年
15 19 34 13 7 20 12 12 24 14 19 4 37 115
13％ 17％ 30％ 11％ 6％ 17％ 10％ 10％ 21％ 12％ 17％ 3％ 32％ 19％
合計
57 144 201 63 55 118 49 37 86 55 122 19 196 601

































































































Ⅱ 　算数が苦手な印象を受ける児童に，他に苦手な印象を受ける科目がありますか ？ （児童が複数の場
合は苦手な傾向にありますか ？）　（複数回答可）








□ ①いない　　　□ ②いる　　　□ ① 1 ～ 2 人　　　□ ② 3 ～ 4 人　　　□ ③ 5 人以上
2 ．「□いる」に回答した先生にお聞きします．算数が得意な印象を受ける児童のどのような様子を見
て，算数が得意という印象をお持ちになりましたか．（複数回答可）
□ ①加減乗除の意味や計算の仕方を理解し，暗算や筆算など計算が速く正確にできる
□ ②目的に合わせ，単位や計器を選び，正しく測定することができる
□ ③図形の性質や定義を理解し，図形についての感覚が豊かである
□ ④式で表すことや，式をよみとることができる
□ ⑤長さ・広さ・かさ・重さなど，量についての概念が理解できている
□ ⑥整数・小数・分数など，数の仕組みや意味を理解し，数についての感覚が豊かである
□ ⑦図形の性質や定義を活用して問題を解決することができる
□ ⑧数量や図形の変わり方や規則性を見つけ，問題の解決につなげられる
□ ⑨必要な資料を集め，分かりやすく表すことができる
Ⅴ　算数の指導を進める上で，先生が努力や苦心され，工夫していることはどんなことですか．
